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1. はじめに 
カーボンニュートラル実現を目的に再生可能エネル

ギーの導入拡大が進んでいる。寒冷地における熱活用や、

地産地消における地元資源活用の観点からバイオマスシ

テムの活用は今後重要な課題である。このため、金沢工

業大学では、バイオマスシステムを活用した実証実験[1]

を実施中である。本稿ではその結果の一部を報告する。 
 
2.システム構成と実証実験結果 
(1)実証実験のシステム構成： 

対象とするバイオマスシステムを図図 11 に示す。燃料と

して木材ペレットを用い、燃焼した熱で温水を作る。温

水タンクと温水配管を経由して、教職員宿舎のファンコ

イルにて暖房する。温水は循環しており、送りと戻りの

温度差が暖房に使われる熱量となる。ボイラは熱出力が

最大 58kW、温水流量は可変としている。 

(2)実証実験の結果： 

 実証実験は 2022 年 1 月中旬の 6 日間で実施した。エ

ネルギー効率を図図 2に示す。入力を木材ペレットの熱量、

出力を暖房に使われる熱量として、その比で定義する。

図から、40~50%の効率であることがわかる。 
 次に式(1)で定義する COP（Coefficient of Performance）
を求めた。ここで、熱回収量は暖房に使われる熱量、発

電量はバイオマスによる熱発電量である 
 

𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 = 熱回収量(")＋発電量(")
消費電力量(")

 …………….…(1) 
  
本システムは実証実験用であり、様々な付加的装置が存

在する。このため、純然たる暖房用しては不要な電力消

費が存在する。そこで、これを勘案して、3 種類の COP
を求めた。COP1 が全消費電力、COP2 と COP3 が一部の

不要電力を除いた場合である。家庭用エアコンは COP が

4 程度であるから、図図 3 からバイオマスシステムによる

暖房は非常に効率が良いことがわかる。 
 また、外気温と COP2 の関係を図図 4に示す。COP は外

気温に依存し、外気温が低いほど良くなる。今回の実証

実験によると、外気温が 1 度下がると、COP は 0.3 程度

良くなることがわかる。 
 
3. まとめ 
本稿では、地産地消のコアとなり得るバイオマスシス

テムについて実証実験を行い、エネルギー効率や、COP
を測定した。今後、実証実験を継続して、データを蓄積

し、バイオマスシステムのモデル構築を行う予定である。 
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図１：バイオマスシステムのシステム構成図 

 
図 2：バイマスシステムの効率 

 
図 3：バイオマスシステムの COP（暖房） 

 
図 4：外気温と COP の関係 
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